
２ 予算の執行状況 

 

(1) 収益的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

収益的収支に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

ア 収益的収入の予算執行状況 

　　収　入 (単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
執行率

下水道事業収益 8,045,273 8,109,221 63,948 100.8
　営業収益 5,249,866 5,213,188 △ 36,678 99.3
　営業外収益 2,795,007 2,886,060 91,053 103.3
　特別利益 400 9,973 9,573 2,493.3                                 

 

（備考） 決算額には、仮受消費税及び地方消費税 429,905 千円を含む。 

営業収益は、下水道使用料 46億 8,424万 5千円及び雨水処理負担金 3億 8,842万 6千円が主な

ものである。営業外収益は、長期前受金戻入（注）21億 1,664万円及び他会計補助金 4億 5,535万 4千

円が主なものとなっている。 
 

（注）１ 長 期 前 受 金：減価償却を行うべき固定資産の取得又は改良に充てるための補助金等の交付を受けた 

場合における、その交付を受けた金額に相当するもの 
 

   ２ 長期前受金戻入：償却資産の取得又は改良に伴い交付される補助金等について負債に計上した長期前 

受金のうち、減価償却見合い分を収益化したもの  

 

イ 収益的支出の予算執行状況 

　　支　出 (単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額 不用額 執行率
下水道事業費用 7,253,460 6,739,971 513,489 92.9
　営業費用 6,376,874 5,946,317 430,557 93.2
　営業外費用 861,084 789,240 71,844 91.7
　特別損失 6,299 4,414 1,885 70.1
　予備費 9,203 0 9,203 0  

（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 167,509 千円を含む。 

営業費用は、減価償却費 38億 1,780万 7千円や、処理場費 11 億 4,362 万 1 千円が主なもので

ある。また、営業外費用は、企業債や借入金に係る支払利息 7 億 8,924 万円が主なものとなって

いる。 
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 (2) 資本的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

資本的収支（設備投資など、支出の効果が翌年度以降に及び、将来的な収益に対応することとな

る取引などの収支）に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 
 

ア 資本的収入の予算執行状況 

　　収　入 （単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
執行率

資本的収入 14,559,059 9,972,476 △ 4,586,583 68.5
  企業債 8,697,200 6,311,900 △ 2,385,300 72.6
  補助金 4,538,503 2,343,776 △ 2,194,727 51.6
　負担金 823,356 816,773 △ 6,583 99.2
　他会計からの長期
　借入金

500,000 500,000 0 100

　固定資産売却代金 0 27 27 －  

（備考） 決算額には、仮受消費税及び地方消費税 2 千円を含む。 

資本的収入は、企業債 63億 1,190万円、補助金 23億 4,377万 6千円が主なものである。 

なお、企業債借入額 63億 1,190万円のうち、40億 520万円を前年度に企業債前借として借

り入れており、企業債の実収入額は 23億 670万円である。 

 

イ 資本的支出の予算執行状況 

（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 871,224 千円を含む。 
 

資本的支出は、建設改良費のうち管渠建設費 74億 9,052万 4千円及び浄化センター建設費

18億 4,439万 5千円、企業債償還金 37億 9,414万 6千円が主なものである。建設改良費の繰

越額は、管渠布設工事の工期変更などにより、翌年度に繰り越した金額である。 

 

ウ 資本的収支の不足額 

先に述べたように、本年度の企業債借入額 63億 1,190万円のうち、40億 520万円を前年度

に企業債前借として借り入れている。 

このため、資本的支出額における不足額は、以下のとおりとなる。（補塡状況については、「(3) 

資本的収支不足額の補塡状況）」を参照） 

 

資本的収入額  2 年度に前借した企業債  資本的支出額    資本的収支不足額 

   （9,972,476千円  －  4,005,200千円）－ 14,289,675千円 ＝ △8,322,399千円 

 

　　支　出 （単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率

資本的支出 17,510,907 14,289,675 2,277,522 943,710 81.6
  建設改良費 13,206,759 9,995,529 2,277,522 933,708 75.7
  企業債償還金 3,794,148 3,794,146 0 2 100.0
　他会計からの長期
　借入金償還金

500,000 500,000 0 0 100

  予備費 10,000 0 0 10,000 0
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 (3) 資本的収支不足額の補塡状況 

  資本的収支不足額の補塡状況は、次表のとおりである。 

 

資本的収支不足額の補塡額等の額 

（単位：千円）

区　      分

消費税及び地方消費税調整額（過年度分） 104,000
消費税及び地方消費税調整額（当年度分） 293,138
減債積立金 1,510,000
損益勘定留保資金（過年度分） 2,304,864
損益勘定留保資金（当年度分） 808,297
一時借入金（起債前借） 3,302,100

計 8,322,399  
 
（備考） 

１ 消費税及び地方消費税資本的収支調整額：仮受消費税額等と仮払消費税額等との差額から特定収入見合消費

税額を除いたものを、資本的収支予算の調整額として会計上別途内部留保するもの。 

２ 減債積立金：特定の目的のため議会の議決を経て積み立てた積立金の一つで、補塡財源として使用できる。 

３ 損益勘定留保資金：実際の支出が行われずに帳簿上計上される費用の合計額。内部留保資金にできる。 

４  一時借入金（起債前借）：企業債の前借分。補塡財源による補塡の不足分をこれによって措置している。 

 

補塡額 
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